The Illustrated Cycle of the Acts of the Apostles in the Theodore Psalter by 辻 絵理子
16














雑誌略号はA. P. Kazhdan (ed.), The Oxford Dictionary of Byzantium, 3vols, New York-Oxford, 1991 に従う。
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る。11 世紀の 2 写本は、明らかに『クルドフ詩篇』に基づく手本を参考に制作されており 4、それ
でいて各写本に固有の特徴やそれに応じた改変が見られるため、3 写本の比較は余白詩篇形式の
機能や変遷を辿る上で不可欠の手続きである。



















た、ほぼ同じ時期の2 写本は互いに参照して作られたものではないとされる。Der Nersessian, moyen âge II, 
p.70; Anderson, “The Date and Purpose,” pp.39-40; Ch. Walter, “Christological Themes in the Byzantine 







Pantocrator Monastery, Cod. 61）があり、108:2 に《ゲツセマネの祈り》、108:8 に《首を吊るユダとマティア》



















9　Ο ΧC ΕΙC ΤΟ ΟΡΟC ΤΩΝ ΕΛΑΙΩΝ ΠΡΟΣΕΥΧΟΜΕΝ(ΟΣ) ΛΑΒΩΝ ΤΗΝ...（剝落）。
10　Ο ΔΙΑΒΟΛΟC ΕΙC ΕΛΘΩΝ ΕΙC ΤΗΝ ΚΑΡΔΙΑΝ ΤΟΥ ΙΟΥΔΑ
図 1　『クルドフ詩篇』ff.112v-113
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13　ΜΑΤΘΕΙΑC ΛΑΒΩΝ ΤΗΝ ΕΠΙCΚΟΠΗΝ ΤΟΥ ΙΟΥΔΑ
14　Καὶ τὴν ἐπισκοπὴν αὐτοῦ λάβοι ἕτερο(ς)·
15　使1:12-26「……二人のことでくじを引くと、マティアに当たったので、この人が十一人の使徒の仲間に加
えられることになった」




















首を吊るユダ 21 は 108：8（前半）「彼の日々はわずかになれ」に、マティアは 108：8（後半）「彼
の職務は他人が取れ」に対応する［図 3］。マティアの銘は「ユダに代わってマティア 22」である。
　この見開きにおいて、ユダは『クルドフ詩篇』と同じように二度描かれるが、悪魔と共に立つ







18　Το ὀρό(ς) τ(ῶν) ελαῖ(ων)
19　Dufrenne, Tableaux synoptiques, Ps.108.
20　ἰούδ(ας) / δαίμ(ων)
21　ὁ ἰούδας / δαίμων
22　ματθ(ίας) ἀντὶ ἰούδα

















　同じく 11 世紀に制作された『テオドロス詩篇』の同箇所、ff.149-150 では、更に大胆な改変が







べき第 108 篇は、次の頁である f.149v から始まる。もし『テオドロス詩篇』が 9 世紀の作例と
同じ章句に挿絵を描いたならば、《昇天》と《ゲツセマネ》は離れた頁に描かれることになった。
しかし実際には、107：6 に関連付けられていた《昇天》を、107：8 に描いている。原文を確認
すると、107：6「高くいませ」には ὑψώθητι、107：8「高められて」には ὑψωθήσομαι が用い
られており、どちらも ὑψόω（持ち上げる）から派生する単語である。つまり、『クルドフ詩篇』
及び『バルベリーニ詩篇』において、107：6 に描かれていた《昇天》を、『テオドロス詩篇』は
ὑψόω から派生する単語 27 と結びつけて、107：8 に移したのである。この操作によって、
24　銘はIC XC のみ。
25　デュフレンヌは107:6 に対応するとしているが、リンクマークは107:8 を示しており、バーバーも後者を採
用している。加えて本文で述べた理由から、8 節に描かれた挿絵であると筆者は判断する。Dufrenne, Tableaux 
synoptiques, Ps.107; Barber, Theodore Psalter, f.149.
26　銘はIC XC のみ。
27　同派生語は、詩篇本文中では他に26:5、36:20、60:3、63:8、74:5、74:8、88:43、106:25、130:2 で用いられてい
る。J. Lust, E. Eynikel and K. Hauspie, Greek-English Lexicon of the Septuagint, Stuttgart, 2003, p.641; T. 
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　第 107、108 篇　3 写本対応表　　　　　　　　　　　枠内の数字は各写本の該当フォリオ番号。
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　頁をめくって f.149v には、聖エピファニオスが立っている（図 5）。108：1「私の讃美する神






　向かい合う f.150 に、《首を吊るユダとマティア》が描かれる［図 5］。《ユダと悪魔》の省略と
併せて注目すべきは、この挿絵が対応する本文である 108：8（後半）「彼の職務は他人が取れ」
が、この頁の第 1 行目に書かれており、同章句の前半、先の 2 写本においては重要な役割を果た
した 108：8（前半）「彼の日々はわずかになれ」は、対頁である f.149v にあることである。『テ
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どちらの写本も、ユダの犯した罪とその結果とを強調していると考えられる。しかし『テオドロ
















挿絵になっていることが判る。《昇天》は使徒言行録第 1 章 6-11 節において語られる場面であり、









　まず、ὑψόω（持ち上げる）から派生する諸単語を鍵として、《昇天》を 107：6 から 107：8 に
移動させた。そして『クルドフ詩篇』では第 108 篇の前半に漫然と結びつけられていた《ゲツセ





















































































［後書］本稿は 2012 年 3 月 30 日に一橋大学にて開催された、日本ビザンツ学会第 10 回全国大会で行っ
た口頭発表の内容を基に改稿、追補したものである。発表の折には根津由喜夫先生、足立広明先生から
ご質問を頂いた。また、大月康弘先生には格別のご配慮を賜った。記して御礼申し上げます。
　なお本稿は、平成 24 年度科学研究費基盤研究（B）「バルカン半島中部における文化的多様性の歴史的
研究」（代表益田朋幸）及び、平成 24 年度科学研究費（特別研究員奨励費）の成果の一部である。
